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別添資料 
【JETRO調査レビュー表】 

 ①フィリピン 
ティンババン水路式水力

発電計画に係る F/S調査 

②フィリピン 
シコポン水路式水力発

電計画に係る F/S調査 

③インド高速鉄道導入可

能性検討調査 
(要約) 

④フィリピンビンガ水力

発電所リハビリテーショ

ンに係る F/S調査(要約) 

⑤ベトナム国ニョークエ水力発電

所建設事業に係る F/S調査 
⑥ベトナム国ナムムック水力

発電所建設事業に係る F/S 

調 査 実

施年 
平成 15年度 平成 16年度 平成 16年度 平成 13年度 平成 17年度 平成 15年度 

案 件 概

要 
場所：アクラン州の州都

カリボ市の東西 25ｋｍ
を流れるティンババン川 
最大出力：23.5MW 

場所：ビヤサス地域ネグ

ロス島南部シコポン川 
最大出力：17.8MW 

ムンバイーアメダバード

間に高速鉄道を導入する

計画。 
計画路線は約 5000km 

ルソン島北西部を流れる

アグノ川に 1959年に完成
したビンガダムの発電所

改修 

流れ込み式の水力発電計画 
ダム：コンクリート重力式 
発電量（最大出力）：108MW 
ダム高さ（越流部：10m、非越流
部：18m） 湛水面積：54ha 
送電線：220kV（120km） 
事業費：140.67百万 USD 

水力発電所建設計画 
場所：ﾍﾞﾄﾅﾑ北西部ﾗｲﾁｬｳ省 
ダム：コンクリート型 
発電量（最大出力）：43.8MW 
ダム高さ：58ｍ 
湛水面積：360ha 
貯水容量：66.3百万m3 
送電線：110kV 

調 査 の

位 置 づ

け 

技術・経済・財務及び社

会・環境面からの評価を

行うことによりプロジェ

クトの実施可能性を明ら

かにするもの 

技術・経済・財務及び社

会・環境面からの評価を

行うことによりプロジ

ェクトの実施可能性を

明らかにするもの 

「インド国高速鉄道プロ

ジェクト」の実行に先立っ

て実施される F/S調査。 
ムンバイ－アメダバード

間高速道路鉄道計画の妥

当性、実現可能性を、技術

目、社会・自然環境面、経

済面から検討したもの 

要約からは不明 「今回の F/S 調査は、発電所計画
地点において現地調査及び地元住

民へのヒアリングを行うととも

に、電力需要、地形地質、環境へ

の影響を考慮した発電計画、プロ

ジェクトの経済・財務分析を行っ

て、本プロジェクトにおける円借

款実施、我が国企業の参画の可能

性を評価した」 
 

「今回の F/S調査では、発電所
計画地点において現地調査及

び地元住民のヒアリングを行

うとともに、電力需要、地形地

質、環境への影響を考慮した発

電計画、プロジェクトの経済・

財務分析を行って、本プロジェ

クトおける円借款実施、我が国

企業の参画の可能性を評価し

た。」 
調 査 期

間・人員 
日本側 10人 
現地協力 16人 
現地訪問 4回 
フィリピン調査期間：35
日（うちサイト周辺訪問

は 13日間） 

日本側 10人 
現地協力 11人 
現地訪問 4回 
フィリピン調査期間：

31 日（うちサイト周辺
は 11日） 

要約からは不明 要約からは不明 7～8ヶ月 
日本人 10名 
ベトナム人 13名 

７～8ヶ月 
日本人 10名 
ベトナム人：6名 
現地調査：5回 
ベトナム調査期間：41日（うち
サイト周辺は 5日） 

調 査 地

域 の 概

要 

フィリピンの概要、電力

産業の状況、アクランの

概況(小史、自然、州民、
産業) 

フィリピンの概要、エネ

ルギーセクター改革の

状況、東ネグロス州の概

況(小史、気候、人口、
言語、経済・産業) 

気候、人口、経済 フィリピンの政治・経済・

エネルギー情勢を概説 
ハザン省の地形、自然、民族、経

済、行政、流域概要、水文・気象

ベトナム国の一般情勢、ライチ

ャウ県の一般情勢（地形、自然、

民族、経済・産業、行政、電力

事情） 
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 ①フィリピン 
ティンババン水路式水力

発電計画に係る F/S調査 

②フィリピン 
シコポン水路式水力発

電計画に係る F/S調査 

③インド高速鉄道導入可

能性検討調査 
(要約) 

④フィリピンビンガ水力

発電所リハビリテーショ

ンに係る F/S調査(要約) 

⑤ベトナム国ニョークエ水力発電

所建設事業に係る F/S調査 
⑥ベトナム国ナムムック水力

発電所建設事業に係る F/S 

需要 (状
況) 

パナイ島の電力需要を、

ヴィサヤス系統、パナイ

系統、アクラン州それぞ

れについて評価 

電力需要実績、予測とも

概略的な記載 
既存鉄道の料金より高く

設定した場合に支払能力

のある対象者の、既存鉄道

のアッパークラス、航空旅

客、高級長距離バス(エア
コン付)からの転換を需要
とする 

― 電力需要の評価としては、概況的

なものにとどまる。既存の計画に

ついて概要／ベトナム北部の電力

ピークロード、使用量変化 

概況的なものにとどまる。 

地形・地

質 
地質構造概略 
活断層と地震概略 
現地調査(航空写真図化、
踏査、地すべり、シンク

ホールズ) 

プロジェクトサイトの

地質は、取水堰、取水口、

上流側道水路トンネル、

ヘッドポンド、下流側道

水路、水圧管路、余水吐

き、発電所、放水口それ

ぞれについて概略。 
地震危険度評価 

― 現地調査による、発電所周

辺の地質状況 
地質概要 
事業地点の地質評価 
－地質図、踏査、ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ 
地下水位など 

調査値の地形地質、地質構造と

テクトニクス 
地質平面図（20万分の１） 
ﾅﾑﾑｯｸ川周辺地質図（2万分の1） 
地形図：１万分の 1地形図作成 
地形測量、地質構造測量（踏査、

ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ調査） 

代替案 95 年に NPC が行った
F/S の結果を基にし、そ
の原案設計と今回提案の

水路ルートの比較 

92 年に NPC が行った
Pre F/Sで検討した水路
ルートと今回提案の水

路ルートの比較 

ルート選定にあたって、以

下の条件を考慮し決定 
(1)公共交通機関との有機
的な結合をはかり、他路線

との連絡の容易性を考慮

し、乗客確保。建設費の低

減。(2)輸送乗客が見込ま
れ、住宅移転が最小で、駅

前広場が確保し得る場所 

(1)浚渫、(2)取水口改造、
(3)フラッシングトンネ
ル、(4)導水路改造、(5)冷
却システムの改造を比較

検討 

根本的な代替案検討（発電形式、

ダム無しオプション、需要側対策）

はなし 
流れ込み式／調査池式（参考）の

検討 
-ダム位置,-取水位,-水路ルート（３
案を比較）,-発電所位置 
規模比較（５案を比較） 

根本的な代替案検討（発電形

式、ダム無しオプション、需要

側対策）はなし 
地形地質の観点からダムサイ

ト案（上流案、下流案）を比較

（建設単価による経済性比

較）、ダム規模等についての最

適案を選定 
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発電計画に係る F/S調査 
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シコポン水路式水力発

電計画に係る F/S調査 

③インド高速鉄道導入可

能性検討調査 
(要約) 

④フィリピンビンガ水力

発電所リハビリテーショ

ンに係る F/S調査(要約) 
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基 本 設

計 
あり。取水口、取水堰、

沈砂池、導水路、ヘッド

タンク、余水路、水圧管

路、発電所、放水路、水

車発電機、関連送変電設

備について記載 

あり。土木構造物、電気

設備設計、送変電設備 
それぞれについて設備

毎に記載 

要約においては見当たら

ない 
 流量算定 

設計洪水流量 
流入・堆積土砂量 
主要工作物の設計 
発電計画 
-基本方針 
-発電方式 
主要設備：貯水池、取水ダム、取

水口、導水路、ヘッドタンク及び

余水路、発電所及び放流口、水車、

発電機、送電線など 

流量算定 
設計洪水流量 
流入・堆積土砂量算定 
土木構造物、発電機器の設計 
（ダム、水路構造物、発電所・

放水路、電気設備、送電線など） 
発電計画 

環境・社

会 
・フィリピンの環境影響

評価制度・手続き 
・自然環境：植物相(6行)、
動物相(8行) 
・地域規制：森林保護区

(3 行)、先住民(8 行)、
NIPASエリア(12行) 
・環境影響評価と対策の

考察 
・JBICGLとの関係 

・フィリピンの環境影響

評価制度・手続き 
・社会経済・土地利用状

況(2頁) 
・自然環境：植物相(7
行)、動物相(６行) 
・地域規制：流域開発ﾌﾟ

ﾛｼﾞｪｸﾄ(5行)、先住民(５
行)、NIPASエリア(４行)
・環境影響評価と対策の

考察 
 

スコーピングを行った結

果、地形・地質、土壌浸食、

河川流形、生態系、大気汚

染、水質汚濁、騒音、振動

などの面から環境影響評

価の実施が必要と確認。ま

た住民の意見を取り入れ

た RAPの早期実施が必要

環境面の効果として温室

効果ガス削減について触

れる。 
また流域管理計画を策定

する必要性を述べる。 

・環境行政の現状・関連環境基準

・プロジェクトサイトの環境 
- 水質：現況を他文献から類推「汚
染はなし」（実調査は実施せず） 
-動植物：保護区等はない。約 70km
下流の Bac Me における動植物の
生息種数を言及。「高木類はほとん

どなく・・・から確認される動植

物種は Bac Me 地区よりも少ない
ものと思われる」 
（文献調査、実調査ともに実施せ

ず） 
-社会環境：人口、産業、土地利用、
公共施設、文化遺産、レクリエー

ション、住民ヒアリング（本事業

に関する意見、生活の現況） 
JBIC チェックリスト有り（現行
GL）。 
「貯水容量が１億 m3 未満の計画
であることから、環境影響評価報

告書の提出は不要である」 
「基本的に本プロジェクトから発

生する環境影響はほとんどない」

・環境行政の現状・環境基準 
・プロジェクトに係る環境影響

評価 
- 社会経済の状況（半頁） 
- 自然環境の状況（半頁） 
- 評価（半頁） 
- 住民ヒアリング（水没地域、
周辺地域において 6村でヒアリ
ング：事業に対する意見、生活

の現況、電化の状況（3頁） 
JBIC 旧ガイドラインに基づく
チェックリストあり（１頁） 
「本プロジェクトは植生や土

地利用の現況を大きく改変す

ることはない」 
「本プロジェクトの社会環境

への影響としてはプラスのイ

ンパクトしかない」 
 
・温室効果ガス削減効果 
同電力量の石炭火力発電所に

より発生する CO2量を算定。 
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実 施 計

画 
施工計画：工事用道路、

設備構築工事、送変電設

備、実施工程 
 

施工計画：工事用道路、

設備構築工事、送変電設

備、実施工程 
工事着手前に、基本測

量、地形測量、水路中心

線測量、追加地質調査な

どの調査工事を行い、工

作物の詳細設計等、更な

る技術的検討を行う必

要がある、と記載 

要約には見当たらない 改修計画及び改修案 施工計画：土木事業、電気設備工

事、品質管理、スケジュールなど

全体行程、建設工事工程 
我が国企業の参画可能性 

施工計画：土木事業、電気設備

工事、品質管理、スケジュール

など 
全体行程、建設工事工程 
我が国企業の参画可能性 

プ ロ ジ

ェ ク

ト・コス

ト 

建設費策定の範囲及び条

件、建設費の構成、建設

費(各項目内訳) 
工事に伴って生じる各種

の補償(現地住民対応等)
に必要な経費は計上しな

いと範囲に記載 

建設費策定の範囲及び

条件、建設費の構成、建

設費(各項目内訳) 
工事に伴って生じる各

種の補償(現地住民対応
等)に必要な経費は計上
しないと範囲に記載 

土木・軌道工事費、電気/
制御/通信工事費、車両、ｴ
ﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞｻｰﾋﾞｽ、ﾌﾟﾗｲｽｴｽｶ

ﾚｰｼｮﾝ・予備費、住民移転、

用地買収、事業管理費をも

とに算定 

必要な可能性がある費用

を最大限考慮するため、以

下の対策案全て実施する

ことを前提に検討（費用と

便益、経済性分析） 
冷却ｼｽﾃﾑの改造、道水路改

造、その他不具合のある設

備の軽微な補修 

基本設計に対する事業費を単価積

み上げ方式で実施。 
土地収用及び補償費用含む 
年度別支払計画 

単価積算法により算出。算出に

使用した主要単価はカウンタ

ーパートより入手。（土地収用、

保障費用含む） 
年度別資金計画 

財務・経

済分析 
EIRR、費用と便益の比
率、便益－費用を記載 
FIRR算定、FIRRと財務
的機会費用の比較 

EIRR、費用と便益の比
率、便益－費用を記載 
FIRR、プロジェクト
IRR（金利償却前税引き
後利益を考慮した事業

内部収益率）  

EIRRと FIRRを算定 行っているが、要約からは

詳細は不明 
経済評価では、代替火力法を適用

し、EIRR及び B/Cを算出するとと
もに、その感度分析を行っている。

財務評価では FIRRを算出。キャッ
シュフローを算出。 
B/C は代替電源を石炭火力で見て
いる。 
財務評価は、円借款による資金調

達、ベトナム市中銀行からの資金

調達の双方を評価。 

事業の上流案、下流案につき各

２案（合計 4案）の評価を実施。 
経済評価では、代替火力法を適

用。EIRR及び B/Cを算出。感
度分析を実施。キャッシュフロ

ーを算出。 
財務評価は、FIRR の算出。円
借款による資金調達、ベトナム

の銀行からの資金調達の双方

を評価。 
実 施 体

制 
(アクションプランと課
題) 

(アクションプランと概
要) 

― 結論と提言（次項目参照） 事業実施機関（EVN の概要、財務
状況、技術レベル） 
円借款との関連（関連組織、手続

き） 

事業実施機関（EVNの概要、財
務状況、技術レベル） 
円借款との関連（関連組織、手

続き） 
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③インド高速鉄道導入可

能性検討調査 
(要約) 

④フィリピンビンガ水力
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今 後 の

案 件 形

成 に 関

す る 要

件など 

要件ではないが、もし先

住民族が存在する場合合

意取得のため十分な説

明、粘り強い説得が必要

と記載。 

PNOC が以下を取得必
要があると実施計画に

記載。 
水利権、環境適合証明

書、先住民の合意、関係

市町村の合意、エネルギ

ー省の合意、エネルギー

規制委員会による料金

認可 
また円借款の申請に関

しても政府組織の是認

を得る必要があると記

載 

提言として以下をまとめ

ている 
(1)高速鉄道の運営・維持・
管理 
(2)高速鉄道システム技術
の導入 
(3)詳細フィージビリティ
ースタディ実施の必要性

(EIAや住民移転計画など)

発電設備の一部について

は調査が不可能なため評

価できていないとし、事業

実施前に、重要性設備につ

いて、より詳細な健全性評

価を実施することを推奨 

案件形成については特段の記述無

し 
技術面での課題として、トンネル

掘削の課題をあげ、「今後詳細設計

段階では詳細な地質調査が是非と

も必要」としている。 
 

案件形成については特段の記

述なし。 
発電案件の承認申請、水利権の

獲得、土地の使用権の獲得、円

借款要請に関する手続きなど

について言及あり。 

結論 本 F/S調査により主要工
作物の位置、発電規模等

の基本計画が確定したた

め、国家石油公社―エネ

ルギー開発公社が、地方

自治体の同意、先住民族

の同意、環境適合証明書

(ECC)取得に向けて地元
説明、環境影響評価に取

り掛かる予定と記載 

― 有（提言） 経済性の確保も十分可能。 技術的、環境・社会的にも問題は

なく、経済的にも便益が大きく、

国家経済、社会全体からみて実施

妥当、財務的に実施可能。 

「本フィージビリティスタデ

ィ調査において、本プロジェク

トは、技術面、経済性、環境に

与える影響について検討、評価

した結果、実現の可能性は高い

と評価した。」 

備考  環境影響評価の部分で

は先住民族に関して「先

住民族保護国家委員会

に現地調査の早急な実

施が望まれる」とある。

中身にはF/S調査である旨
明記されている 

 本事業はベトナム国が策定した第

６次電源開発マスタープランのう

ちの「ニョークエⅢ」に該当。 
2005～2007 年の円借款のロング
リストで電力セクターの 4 つの発
電所案件のうちのひとつ。 
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